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町
民
の
皆
様
が
つ
つ
が
な
く
新
年
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
に
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

か
さ
ね
て
、
町
政
全
般
に
わ
た
る
温
か
い
ご

理
解
と
ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
甲
辰
の
年
の
元
日
に
発
生
し
た
能

登
半
島
地
震
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
あ
げ
る
と
と
も
に
、
被
災
地
の
す

べ
て
の
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

当
町
職
員
を
災
害
支
援
の
た
め
、
１
月
17
日

以
降
、
能
登
町
、
輪
島
市
に
そ
れ
ぞ
れ
２
名
ず

つ
派
遣
い
た
し
ま
す
。
今
後
も
要
請
に
応
じ
て

復
旧
復
興
支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

初
め
に
、
昨
年
10
月
に
発
生
し
ま
し
た
「
U

S
B
メ
モ
リ
ー
の
紛
失
」
に
つ
き
ま
し
て
、
町

民
の
皆
様
に
多
大
な
ご
心
配
を
お
掛
け
し
た
こ

と
に
対
し
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
運
用
に
つ
い
て
の

認
識
と
実
践
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
痛
感
し
、

反
省
し
き
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
の
U
S
B
メ
モ
リ
ー
の
紛
失
は
、
重
大

な
事
故
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
で
す
。

今
後
は
、
内
閣
府
の
外
局
で
あ
る
個
人
情
報
保

護
委
員
会
、
総
務
省
、
警
察
及
び
長
野
県
か
ら

の
助
言
・
指
導
に
従
い
、
佐
久
穂
町
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
を
改
定
し
、
情
報
管
理
の

強
化
徹
底
と
運
用
体
制
の
整
備
を
行
い
な
が
ら
、

カ
メ
ラ
の
設
置
等
に
よ
る
庁
舎
の
防
犯
対
策
も

速
や
か
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
行
政
運
営
に
関
し
８
点
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

道
の
駅
八
千
穂
高
原

　

道
の
駅
の
正
式
名
称
は
、
３
５
０
件
を
超
え

る
応
募
の
中
か
ら
「
道
の
駅
八
千
穂
高
原
」
に

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

建
物
建
設
と
施
設
運
営
に
つ
い
て
は
、
一
体

的
に
行
う
た
め
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

に
よ
り
畑
八
開
発
株
式
会
社
様
と
ア
ド
バ
ン
ス

株
式
会
社
様
の
共
同
企
業
体
が
選
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

事
業
費
は
、
人
件
費
及
び
資
材
等
の
著
し
い

高
騰
か
ら
長
野
県
が
整
備
す
る
駐
車
場
へ
の
負

担
金
や
追
加
が
見
込
ま
れ
る
事
業
費
を
加
え
る

と
、
総
額
で
25
億
円
程
度
に
達
す
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

財
源
と
し
て
は
、
国
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
交
付
金
に
採
択
さ
れ
、
補
助
残
に
起

債
な
ど
を
可
能
な
限
り
活
用
し
、
一
般
財
源
の

圧
縮
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

長
野
県
と
共
同
で
設
置
す
る
一
体
型
の
道
の

駅
で
あ
る
た
め
、
ト
イ
レ
棟
の
建
築
及
び
駐
車

場
整
備
並
び
に
国
道
２
９
９
号
の
右
折
レ
ー
ン

設
置
は
長
野
県
が
行
い
ま
す
。

佐
久
穂
町
気
候
非
常
事
態
宣
言

　

昨
年
３
月
に
町
議
会
と
共
同
で
「
佐
久
穂
町

気
候
非
常
事
態
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

気
候
変
動
の
抑
制
の
た
め
に
は
二
酸
化
炭
素

の
削
減
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、「
脱
炭

素
」
は
当
町
に
お
い
て
も
傍
観
で
き
な
い
問
題

で
す
。
豊
か
な
自
然
環
境
を
未
来
に
引
き
継
ぐ

た
め
、
町
内
全
体
で
危
機
意
識
を
共
有
し
、
２

０
５
０
年
ま
で
に
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」

の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
す
。

宿
岩
簡
易
水
道
事
業
の
移
管

　

宿
岩
簡
水
を
運
営
す
る
佐
久
町
北
部
水
道
組

合
で
は
、
昨
年
４
月
に
、
佐
久
水
道
企
業
団
へ

の
移
管
を
前
提
と
し
た
組
合
の
解
散
と
組
合
の

財
産
処
分
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
町
で
は
本
年
４
月
の
移
管
に

向
け
て
佐
久
水
道
企
業
団
と
協
議
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
今
後
、
３
月
末
頃
ま
で
に
宿
岩
簡
水

の
水
道
管
と
佐
久
水
道
の
上
水
道
管
の
接
続
工

事
が
行
わ
れ
、
移
管
さ
れ
る
予
定
で
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

佐
久
穂
町
長
　
佐
々
木
　
勝

２
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学
校
給
食
費
等
の
無
償
化

　

給
食
費
は
、
学
校
給
食
法
に
お
い
て
保
護
者

の
負
担
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
町
で
は
平

成
29
年
に
「
佐
久
穂
町
学
校
給
食
費
補
助
金
交

付
要
綱
」
を
制
定
し
、
１
食
あ
た
り
１
０
０
円

の
補
助
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

拡
大
し
て
か
ら
は
、
地
方
創
生
コ
ロ
ナ
交
付
金

も
財
源
と
し
て
、
令
和
２
年
度
か
ら
４
年
度
の

３
年
間
、
町
立
保
育
園
、
小
中
学
校
の
給
食
費

等
の
完
全
無
償
化
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
今

年
度
以
降
も
平
成
29
年
度
に
創
設
し
た
「
子
育

て
支
援
基
金
」
な
ど
を
活
用
し
、
給
食
費
等
無

償
化
を
継
続
す
る
計
画
で
す
。

佐
久
穂
町
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

　

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
町
の
直
営
、

包
括
委
託
と
推
移
し
て
き
ま
し
た
が
、
新
年
度

か
ら
施
設
管
理
と
事
業
運
営
全
般
を
児
童
福
祉

事
業
等
の
実
績
を
持
つ
新
た
な
民
間
事
業
者
に

委
託
す
る
方
向
で
、
昨
年
末
か
ら
公
募
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

旧
八
千
穂
中
学
校
の
跡
地
利
用

　

旧
八
千
穂
中
学
校
跡
地
は
、
す
で
に
校
庭
を

駐
車
場
に
校
舎
棟
を
ふ
る
さ
と
遺
産
収
蔵
館

（
愛
称
「
む
か
た
ん
」
）
と
し
て
、
郷
土
資
料

の
保
管
、
展
示
等
を
行
う
利
用
策
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
５
年
に
わ
た
り
行
わ
れ
て
き
た
町
内

８
か
所
10
万
点
に
及
ぶ
資
料
の
収
蔵
も
昨
年
末

に
ほ
ぼ
完
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
体
育
館
に
つ
い
て
昨
年
公
募
を
行
っ

た
結
果
、
黒
澤
酒
造
（
株
）
様
か
ら
事
業
拡
大

に
伴
う
製
品
保
管
等
を
目
的
と
す
る
取
得
希
望

が
あ
り
、
譲
渡
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

交
番
の
新
設

　

佐
久
穂
町
に
は
、
八
千
穂
、
高
野
町
、
海
瀬
、

大
日
向
の
４
つ
の
駐
在
所
が
置
か
れ
、
地
域
の

安
全
が
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
駐
在

所
を
統
合
す
る
形
で
、
新
し
く
高
野
町
の
国
道

１
４
１
号
沿
い
旧
八
十
二
銀
行
佐
久
町
支
店
跡

地
に
「
交
番
」
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、
４
月
か

ら
運
用
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

警
察
官
が
常
時
二
人
体
制
で
警
戒
に
当
た
る

た
め
、
24
時
間
３
６
５
日
の
対
応
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

町
立
千
曲
病
院

　

千
曲
病
院
は
、
昭
和
55
年
に
一
般
病
棟
１
２

５
床
と
し
て
開
設
後
、
平
成
26
年
ま
で
に
は
97

床
と
高
齢
化
の
推
移
と
と
も
に
病
床
数
を
減
ら

し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
後
の
高
齢
者
数
の
推
移
を
考
慮

し
、
昨
年
10
月
１
日
か
ら
97
床
の
内
18
床
を
介

護
保
険
施
設
の
介
護
医
療
院
に
転
換
い
た
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
千
曲
病
院
の
病
床
数
は

79
床
と
な
り
ま
し
た
。

　

財
務
状
況
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
拡
大
と
収
束
を
繰
り
返
す
中
、

患
者
数
は
増
加
し
、
令
和
３
年
度
に
引
き
続
き

４
年
度
も
純
利
益
が
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

結
び
に
、
こ
れ
か
ら
も
暮
ら
し
や
す
く
住
み

や
す
い
、
そ
し
て
次
世
代
に
引
き
継
げ
る
持
続

可
能
な
町
づ
く
り
の
た
め
に
、
職
員
一
同
努
め

て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
幸
せ

に
満
ち
た
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
６
年
１
月
12
日 

記

３

No.208

広報



　

佐
久
穂
町
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
４
年
ぶ
り
の
行
動
制
限
の
な
い
令
和

６
年
の
お
正
月
を
、
新
た
な
気
持
ち
で
お
迎
え
に
な
っ

た
こ
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
２
０
２
４
年
の
干
支

は
〝
甲
辰
（
き
の
え
た
つ
）
〟
の
年
で
す
。
五
行
十
干

で
は
新
し
い
10
年
サ
イ
ク
ル
が
始
ま
る
成
長
の
ス
タ
ー

ト
の
年
で
、
唯
一
実
在
し
な
い
辰
で
す
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
強
い
年
と
さ
れ
、
さ
ら
に
地
球
の
時
間
の
ず
れ
を
４

年
に
１
日
リ
セ
ッ
ト
す
る
閏
（
う
る
う
）
年
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
な
る
２
０
２
４

年
に
私
も
強
く
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

　

２
０
２
３
年
５
月
８
日
に
感
染
症
扱
い
の
変
更
に
よ

り
良
い
こ
と
も
多
い
反
面
、
皆
様
も
さ
て
ど
う
し
た
も

の
か
と
悩
ま
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
直
後
に
は
い
く

つ
か
集
団
発
生
が
起
き
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
御
協
力

も
あ
り
社
会
的
通
念
も
含
め
て
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
千
曲
病
院
12
月
の
発
熱
外

来
陽
性
率
は
コ
ロ
ナ
13
・
６
％
（
３
６
８
検
査
中
）
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
41
・
７
％
（
２
７
１
検
査
中
）
と
ま

だ
高
率
で
す
し
、
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
重
複

感
染
の
報
告
な
ど
複
雑
化
し
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
れ
か
ら
は
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
忘
れ
た
こ
と
が

な
い
か
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
以
前
は
日
常
で
あ
っ

た
運
動
習
慣
や
生
活
意
識
、
健
康
管
理
（
検
診
や
ド
ッ

ク
）
な
ど
を
忘
れ
て
な
い
で
す
か
。
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動

習
慣
で
あ
れ
ば
再
開
す
れ
ば
あ
る
程
度
は
戻
り
ま
す
。

し
か
し
身
体
の
異
常
は
戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
後
に
「
玉
手
箱
を
開
け
て
み
た

ら
、
身
体
は
４
年
分
の
不
調
に
な
っ
て
い
た
。
」
事
の

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
「
コ
ロ
ナ
の
足
跡
」
と

呼
び
ま
す
が
、
ほ
ん
の
少
し
の
置
き
土
産
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
人
の
繋
が
り
の
大
切
さ
を
再
確
認
で
き
た

事
で
す
。
皆
様
も
家
族
や
ご
近
所
さ
ん
に
優
し
く
な
れ

た
実
感
は
な
い
で
す
か
。
大
き
な
組
織
体
で
あ
る
佐
久

広
域
の
医
療
・
介
護
で
も
、
佐
久
医
療
セ
ン
タ
ー
、
各

病
院
、
医
師
会
、
各
施
設
の
連
携
が
正
に
織
物
の
よ
う

に
強
靱
に
な
っ
た
こ
と
を
日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。

国
の
施
策―

地
域
医
療
構
想
と
医
師
の
働
き
方
改
革―

　

地
域
医
療
構
想
は
２
０
２
５
年
ま
で
に
地
域
医
療
の

将
来
に
向
け
て
の
計
画
提
出
を
求
め
ら
れ
た
、
２
０
１

９
年
10
月
に
厚
生
労
働
省
か
ら
発
表
さ
れ
た
構
想
で
す
。

早
急
な
こ
と
で
あ
り
、
当
初
日
本
中
ど
の
地
域
に
お
い

て
も
対
応
は
困
難
と
考
え
、
さ
ら
に
程
な
く
し
て
公
立

公
的
地
域
病
院
を
主
体
に
コ
ロ
ナ
対
応
を
実
施
し
た
た

め
、
計
画
の
実
行
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
。
し
か
し
千

曲
病
院
で
は
佐
久
広
域
調
整
会
議
に
早
く
か
ら
積
極
的

に
提
案
、
そ
の
合
意
を
元
に
長
野
県
で
も
早
い
段
階
に

院
内
介
護
施
設
で
あ
る
介
護
医
療
院
を
開
設
で
き
ま
し

た
。
こ
の
開
設
に
よ
り
、
医
療
か
ら
介
護
へ
の
隙
間
の

な
い
地
域
の
介
護
拠
点
に
な
り
、
さ
ら
に
病
院
の
将
来

的
な
継
続
性
を
示
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
医
師

の
働
き
方
改
革
は
、
医
師
の
み
な
ら
ず
医
療
従
事
者
の

適
正
な
勤
務
態
勢
整
備
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
当
院

で
は
、
10
月
に
小
児
科
専
門
医
で
も
あ
る
総
合
診
療
医

が
就
任
し
、
さ
ら
に
専
門
外
来
の
再
配
置
も
行
い
ま
し

た
。
令
和
５
年
度
は
病
院
の
将
来
像
に
向
け
て
11
名
の

新
規
職
員
を
採
用
し
、
「
小
さ
い
総
合
病
院
と
し
て
の

機
能
を
持
つ
」
理
想
の
病
院
に
一
歩
近
づ
い
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
に
辰
の
ご
と
く
「
飛
躍
」
し
ま
す

　

病
院
に
と
っ
て
２
０
２
３
年
は
「
飛
躍
」
前
の
助
走

で
あ
り
、
２
０
２
４
年
の
準
備
期
間
で
し
た
。
春
の
M

R
I
導
入
、
眼
科
診
療
体
制
の
充
実
、
10
月
に
は
介
護

医
療
院
の
開
設
と
総
合
診
療
医
の
就
任
。
そ
れ
に
よ
る

小
児
放
課
後
外
来
の
開
始
や
救
急
診
療
の
改
善
を
実
現

し
ま
し
た
。
今
年
１
月
か
ら
は
２
人
の
脳
神
経
内
科
医

に
よ
る
認
知
症
診
療
な
ど
の
充
実
、
そ
し
て
春
か
ら
の

整
形
外
科
常
勤
医
着
任
に
向
け
て
調
整
中
で
す
。
２
０

１
６
年
に
は
５
人
か
ら
始
ま
っ
た
医
局
は
今
年
に
は
10

名
を
越
え
、
そ
れ
と
同
時
に
看
護
部
・
技
術
部
門
も
さ

ら
に
向
上
を
目
指
し
、
求
め
ら
れ
る
地
域
の
診
療
需
要

に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
佐
久
穂
町
の
皆
さ
ん
で
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

存
在
以
前
の
喜
び
を
共
有
で
き
ま
す
よ
う
に
、
そ
し
て

「
飛
躍
」
す
る
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
祈
願
い
た
し

ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

追
記

　

元
日
に
発
生
し
た
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
多
く

の
方
が
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
。
私
も
去
年
２
回
訪
れ

た
奥
能
登
で
あ
り
、
あ
の
素
晴
ら
し
い
地
域
を
思
う
と

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
一
刻
も
早
い
復
活
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

佐
久
穂
町
立

　
　
　
千
曲
病
院

　
院
長 

植
竹
智
義
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●材料（約４人分）
鶏もも肉…………小1/2枚（100g）
塩こうじ…………大さじ２
油…………………小さじ１
※ローズマリー… あればお好みで

●作り方
①鶏もも肉に塩こうじ大さじ２を揉みこみ一晩おく。
②鶏もも肉についた塩こうじをペーパーでふきとる。
③フライパンに油と※ローズマリーを入れて温め、香りがつ
　いたら焦げる前に取り出す。
④鶏肉の皮目を下にしてアルミをかぶせ、重しをして中火で
　約５分焼く。
　（重しは水を入れた鍋やボウルで代用できます）
⑤裏返して弱火で３～４分焼く。

塩こうじを使ったチキンソテー

●材料（塩分量12％）
米麹（乾燥）……200g
塩…………………  60g
水……… 250～300cc

●作り方
①ボウルに麹を入れ、細かくほぐしてパラパラの粒状にする。
②塩を加え、両手でこすり合わせて塩をすりこむ。
③炊飯器に②と水を入れ、蓋を開けてキッチンペーパーをかぶせた
　状態で５時間保温すれば完成。
④より滑らかにしたい場合はミキサーにかける。

手作り塩こうじ

健康にかかわる学習や調理実習を行い、それを地域に広める活動をしています。
ただいま、佐久穂町では会員募集中です！！
地域の食や食育に興味のある方、地域での仲間づくりや活動をしてみたい方は、
お気軽に健康づくり係（TEL：0267-86-2528）までお問い合わせください。

今月のテーマ

食材の
うまみを引き出す

今回教えてくださった食生活改善推進協議会とは？

管理栄養士の役に立つ食事情報

でんぷんや脂肪を分解する
ため、甘みやうま味が増し

ます。

食材を
やわらかくする

たんぱく質を分解するため、
肉や魚を柔らかくします。

腸内環境を整える
腸内の善玉菌のエサになる

オリゴ糖が
多く含まれています。

しっとりやわらか！

～１食分～
エネルギー200kcal  
炭水化物　0g  
たんぱく質16.2g  
脂質　　　14.0g 
食物繊維　0g  
塩分　　　1.3ｇ

町の食改さんに教わろう！
万能調味料　塩こうじ

毎日の
ちょっとした工夫で
美味しく楽しく

　今回は、日頃から地域の健康づくりに努めてくださっている食生活改善推進協議会の方に、塩分控えめでう
ま味たっぷり「塩こうじ」の作り方を教えていただきました。塩、こうじ、水だけで簡単に作れる発酵調味料
を毎日の食卓で活用してはいかがでしょうか。

塩こうじの効果とは？

５

No.208

広報



令和６年度町県民税申告及び
令和５年分確定申告について

　令和６年度町県民税申告及び令和５年分確定申告を下記のとおり行います。
　本年度から申告会場が北庁舎に変更になりますので、お間違えないようお越しください。

◆受付期間　令和６年２月16日（金）から３月15日（金）まで
　　　　　　（土曜日・日曜日・祝日を除く）
◆受付時間　午前：９時から11時まで  午後：１時から４時まで
◆会　　場　佐久穂町役場　北庁舎２階　大会議室
　　　　　　エレベーターで２階へ上がってください。
　　　　　　２階で受付を行い、案内に従い申告会場に
　　　　　　お入りください。
◆駐 車 場　申告者駐車場をご利用願います。

北庁舎

佐久穂町の申告相談日程
日
16
19
20
21
22
26
27
28
29
1
4
5
6
7
8
11
12
13
14
15

月

２

３

曜日
金
月
火
水
木
月
火
水
木
金
月
火
水
木
金
月
火
水
木
金

影・上新田
崎田
高岩
花岡

上本郷１・２
下畑
みどり町
川久保２・４
大門・高根
天神町

下海瀬・赤屋
穴原

三本木・雁明
余地
海瀬新田
柳町

四ツ谷１・２
かさなり

上記期間に都合のつかなかった方
上記期間に都合のつかなかった方

午後受付（13：00～16：00）午前受付（９：00～11：00）
針の木沢
大石川
中央
中川原

八千穂高原及び別荘
馬越   

筆岩   

館・旭

大石
畑ケ中１
畑ケ中２
城山

上本郷３・４
上畑中央・上畑１

相生町
川久保１・３
宮前・千ケ日向

宿岩
大日向１・２区
大日向５区
佐口
八郡

大日向３・４区
平林・曽原
四ツ谷３
榎田・桜町

松井・柳沢

畑ケ中３

中畑

東町
大久保・上野

大張・中尾・屋敷入
うそのくち

久保田

清水町
羽黒下

申告者
駐車場

P
P

入口

商工会

役場
本庁舎

※税務署から、次に掲げる方は税務署で申告するよう説明（依頼）がありましたので、佐久
　税務署で申告をしてください。佐久穂町では受付できませんのでご注意願います。
　　①株、土地、建物の売却などの譲渡所得のある方 ②繰越損失の申告をされる方
　　③上場株式などの配当所得のある方   ④青色申告の方
　　⑤初めて住宅借入金等特別控除を受けようとする方 ⑥雑損控除を申告される方

６
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申告期限　令和６年１月31日（水）（期限厳守）
電話　0267-86-2526

　令和５年１月から令和５年12月までの
間で、主に次の要件に該当する方
●事業所得（営業、農業等）や不動産所得
（土地の貸付、家賃等）などの所得のあっ
　た方
●２ヶ所以上から給与を受けた方で、会社
　等で年末調整をされなかった方
●給与所得者で給与以外の所得のある方
●内職・家事手伝い・パート・日雇等で、
　所得税の源泉徴収を受けなかった方
●年金所得のみの方で、扶養控除、障がい
　者控除、生命保険料控除などの控除を追
　加する方
※国民健康保険に加入されている方で世帯
　の中で所得の未申告者（障がい年金受給
　などの非課税所得者を含む）がいると国
　民健康保険税の軽減が受けられません。
　前年中に所得がない場合でも、必ず所得
　がない旨の申告をお願いします。
※新たに住宅借入金等特別控除を受ける方
　は、次の書類を用意し佐久税務署で申告
　願います。
ア．家屋の登記事項証明書（原本）
イ．請負契約書等の写し　
ウ．借入金の年末残高等証明書

☛電子申告・納税等に係る利用者識別番号等の通知書
　（税務署から送付された方又は町の申告の際交付
　　された方のみ）
☛確定申告のお知らせハガキ
　（税務署から送付された方のみ）
☛マイナンバーカード又は通知カードと運転免許証
　等
☛本人名義の通帳（所得税の納税・還付の際に必要
　となります。）
☛給与・公的年金等の源泉徴収票
☛営業・農業のある方は、項目ごとに計算した収支
　金額のわかる書類（帳簿・領収書等の各種証拠書
　類から収支内訳書に記載できるよう集計したもの）
☛不動産所得のある方は、固定資産税課税明細書
☛生命保険料控除等の支払証明書（生命保険、介護
　医療保険、個人年金の保険料）
☛地震保険料控除の支払証明書（旧長期損害保険料
　を含む。）
☛社会保険料控除の支払いを証する書類等（建設国
　保等や国民年金、国民年金基金等の保険料）
☛寄付金控除を受ける方は、寄付金を証する書類
☛医療費控除の明細書（医療費控除を受ける方は必
　ず明細書の記入をお願いします。記入例は次ペー
　ジをご覧ください。）

　償却資産は、土地・家屋とともに固定資産税の課税対象となります。工場・商店・農業・サ
ービス業などを経営されている方が、その事業を営むために用いる構築物・機械・器具・備品
などが償却資産になります。償却資産をお持ちの方は、１月１日現在の償却資産の状況を、資
産が所在する市町村長に申告していただく必要があります。（地方税法第383条）
　申告に関する書類は、12月上旬に郵送してありますので、申告期限までに提出をお願いしま
す。
　なお、償却資産をお持ちの方で、申告に関する書類が届いていない方は、住民税務課税務係
（下記）までご連絡ください。

令和６年度　償却資産申告のお願い

申告相談の際にお持ちいただくもの申告が必要な方

佐久税務署からのお知らせ
確定申告は自宅からスマホ・パソコンでご利用いただけるe-Tax・スマホ申告が便利です。
（詳しくは９ページをご覧ください）

広報
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事前に「医療費控除の明細書」を作成し、申告相談にお越しください。
　領収書をまとめてなかったり明細書を作成されていない場合は、お帰りいただく場合もあります。
※医療費控除を申告される方は、役場住民税務課で「医療費控除の明細書」の用紙を受け取るか、佐久穂町
　のホームページからダウンロードし、必要事項を記入のうえ申告時に提出してください。独自用紙に必要
　項目を記入してお持ちいただいても結構です。

医療費控除は所得税の還付であり、医療費の還付ではありません。年末調整や
確定申告の結果、所得税がない場合（０円）は還付金はありません。

【記入例】

①人ごと
②病院・薬局ごと
にまとめてください

医療費控除を申告される方にお願い

注意

８
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確定申告会場の入場には、次の方法により発行される入場整理券が必要です。

確定申告書等
作成コーナー

国税庁LINE公式アカウント

佐久税務署から
確定申告のお知らせ

　確定申告会場に出向かずにご自宅から確定申告ができますので、ぜひe－
Taxをご利用ください。
　また、マイナポータル連携を利用すると、確定申告書の該当項目が自動入
力されるため、寄附金受領証明書や医療費通知情報などを１件ずつ入力する
手間が不要です。
　さらに、給与所得の源泉徴収票なども自動入力の対象になります。
　この機会にぜひマイナポータル連携のご利用をお願いします。

国税庁ホームページ「確定申告特集」をご利用ください。

会　場　　佐久税務署　別館２階会議室
期　間　　令和６年２月16日（金）から３月15日（金）まで
　　　　　　※土、日及び祝日を除きます。
時　間　　相談受付：午前８時30分から午後４時まで
　　　　　相談開始：午前９時から

①国税庁LINE公式アカウントを通じたオンラインでの事前発行
②各会場で当日配付（配付状況により、相談受付を終了する場合があ
　りますので、オンラインでの入場整理券の事前発行をおすすめしま
　す。）

※確定申告会場では、スマホ申告を基本とした相談体制としております。
※マイナンバーカードを利用して申告する場合は、併せて①利用者証明用電子証明書暗証番号（数字
　４桁）及び②署名用電子証明書暗証番号（英数字６～16桁）が分かるようにしてお越しください。
※必要書類が不足する場合には、確定申告ができません。事前に国税庁ホームページなどで必要書類
　をご確認の上、お越しください。

確定申告には、ご自身のスマホ・パソコンから
国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」を利用する

e－Taxが便利です。 　

所得税・個人消費税・贈与税の確定申告会場を
次のとおり開設いたします。

確定申告などに関するお問合せ

「e－Tax・作成コーナーヘルプデスク」（℡0570-01-5901）
【受付】月曜日～金曜日（祝日等及び12月29日～１月３日は除きます。）

e－Tax・作成コーナーの操作などに関するお問合せ

広報
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　中部横断自動車道（山梨県境～八千穂高原ＩＣ）に係る都市計画の変更案作成にあたり、広く地域
住民の皆様からご意見をお聴きし、計画に反映するため、以下のとおり公聴会を開催します。

（１）日　時　令和６年２月25日（日）午前10時から（予備日：令和６年３月３日（日））
（２）場　所　小海町総合センター（南佐久郡小海町大字豊里798）
（３）その他　公述人がいない場合は、公聴会を中止します。また、公述人が多数の場合は、公聴
　　　　　　　会の開始時刻を変更し、予備日に渡って開催する場合があります。なお、中止又は
　　　　　　　開始時刻等を変更する場合は、県報や長野県ホームページでお知らせします。

佐久都市計画道路
（中部横断自動車道（山梨県境～八千穂高原ＩＣ））の
変更案（原案）に関する公聴会を開催します

公聴会について１

（１）公聴会でご意見をお聴きする都市計画の変更案（原案）
　　　佐久都市計画道路の変更（長野県決定）
　　　１・４・１号南牧佐久線（中部横断自動車道（山梨県境～八千穂高原ＩＣ））
（２）変更案（原案）の閲覧
　　　期　間　令和６年２月２日（金）から２月22日（木）まで（土日、祝日を除く）
　　　　　　　午前８時30分から午後５時15分まで
　　　場　所　下記３の（３）の場所で図書の閲覧が可能
　　　　　　　※長野県ホームページにおいても図書を閲覧できます。

都市計画の変更案（原案）について２

　公聴会で公述（発言）を希望される方は、閲覧場所又は長野県ホームページにある「公述申出書」
に必要事項を記入のうえ、持参又は郵送により提出してください。
（１）公述申出のできる方
　　　都市計画の変更案（原案）に係る区域内の土地所有者その他利害関係を有する者
（２）公述申出期間
　　　令和６年２月２日（金）から２月16日（金）まで
　　　※持参の場合は最終日の午後５時15分まで、郵送の場合は最終日必着
（３）公述申出書の提出先
　　・長野県建設部都市・まちづくり課（TEL：026-235-7298）
　　・長野県佐久建設事務所整備課　　（TEL：0267-82-8272）
　　・佐久市役所建設部道路建設課　　（TEL：0267-62-3439）
　　・佐久穂町役場建設課　　　　　　（TEL：0267-86-2542）
　　・小海町役場産業建設課　　　　　（TEL：0267-92-2525）
　　・南牧村役場産業建設課　　　　　（TEL：0267-96-2211）

※都市計画の変更案（原案）の閲覧及び公聴会に関する詳細については、
　長野県ホームページまたは、右のQRコードでご覧ください。

公述申出について３
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　「救急搬送困難事案」という言葉、聞いたことがある方もい
るかもしれません。これは、救急車が到着してから医療機関へ
搬送するまでに時間がかかる事案のことで、「救急隊から医療
機関への受け入れ依頼回数が４回以上」かつ「現場滞在時間30分以上」かかる事案のことを言い

ます。佐久広域管内では、救急出動件数が増加し続けている中で、こ
の救急搬送困難事案も増加傾向にあります。救急車の台数や医療機関
のスタッフ数には限りがあり、軽症者の対応中に緊急性の高い症状の
方の搬送が遅れてしまうことがあるかもしれません。緊急性の高い症
状の方ができるだけ早く搬送されるように、救急車の適正な利用にご
協力をお願いいたします。
　例えば、家族の様子がおかしい気がする、
救急車を呼んだ方がいいのか迷う―。頭痛や

腹痛がありつらいが、すぐに病院を受診した方がいいのか―。ケガをし
て出血したが、救急車を呼ぶことをためらう―。急な病気やケガ等で、
救急車を呼ぶか又は病院に行くか迷ったときは下記に紹介する案内をご
活用いただき、それでも判断できないとき・迷ったときは、１１９番で
救急車を呼んでください。

①「長野県救急安心センター ＃７１１９」
　大人の方が、急な病気やケガ等で救急車を呼ぶか、病院に行くか迷ったときに、看護師等の相
談員が電話でアドバイスをしてくれます。

②「救急受診ガイド」
　救急受診ガイドのサイトに入ると、選択式の質問形式でわかりやすく誘導してくれ、最終的に
どのように判断すればよいか導いてくれます。

③「全国版救急受診アプリ Ｑ助」
　救急受診ガイドのアプリに入ると、選択式の質問形式でわかりやすく誘導してくれ、最終的に
どのように判断すればよいか導いてくれます。

④「救急お役立ち ポータルサイト」
　救急情報満載の消防庁発信お役立ちサイト。

「救急車の適正利用」を
　　　お願いします
「救急車の適正利用」を
　　　お願いします

緊急・重症と判断される場合は、
迷わず119番通報してください。

広報
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0267-82-0119

こちら
北部消防署

です!

こちら
北部消防署

です!



　健やかな毎日を送るためには、筋力低下を防ぐことが大切です。運動習慣を身につけることを目的とし
たヘルスアップ教室の申込み受付を開始します。下記の内容をご確認の上お申込みください。なお、令和
５年度の教室に参加している方で、令和６年度も継続して参加する方も新たに申込みが必要です。

令和６年２月１日（木）～２月29日（木）です。
（定員になり次第、申込みを締め切ります。）

令和６年度
ヘルスアップ教室
参加者募集のお知らせ

申込期間

健康福祉課窓口で申し込みをしてください。申込方法

18歳以上の住民対 象 者

無料参 加 費

送迎車両の運行はありません。そ の 他

100名（１教室50名）定 員 数

①１年に１回健診を受けている。（事情で健診を受けていない方はご相談ください。）
②年間を通じて概ね教室に参加できる。
③医師に運動を制限されていない。
④健康チャレンジポイントに参加する。

参加条件

①参加申込書（期間中に健康福祉課窓口にて配布します。）
②健診結果票の写し
※令和５年度中に町の集団健康診査、町民ドック、施設健診のいずれかを受診された
　方は、提出の必要はありません。

必要書類

毎月第２、第４水曜日（変更の場合もあります。）
午後１時30分～３時30分まで

開催日時

茂来館メリアホール・八千穂福祉センター大会議室
（季節により会場を移動します。）

開催場所

参加者を２つのグループに分け、各グループ月１回教室を実施します。保健師による
血圧測定を行った後に、専門講師によるストレッチ体操や筋力トレーニングなどを、
休憩を挟みながら約１時間30分行います。また、町内で活躍されている運動団体の
体操や活動紹介もあります。

内　　容

問合せ先：健康福祉課　健康づくり係・保健係　電話86-2528（直通）

12

広報

No.208



広報

13

No.208



No.208

14

佐久穂町物価高騰対策臨時チケット2023事業実施についてのお知らせ
■問合せ　産業振興課　商工観光係　☎0267-86-1553

お
知
ら
せ

■問合せ　教育委員会　こども課　子育て支援係　☎0267-86-2340

出生祝金を贈呈しました。N
e
w
s

　11月30日に出生祝金を贈呈しました。
　＊令和５年７月生まれのお子さんです。

　町ではエネルギー・食料品価格等の物価高騰の影
響を受けている町民の皆様の生活を支援することを
目的に、商品券「佐久穂町物価高騰対策臨時チケッ
ト2023」事業を実施いたします。
　今回の「佐久穂町物価高騰対策臨時チケット2023」
は、従来のプレミアム率をつけた商品券の販売では
なく、町民の皆様へ一律１万円分の商品券をゆうパ
ックにて支給させていただきます。

★商品券支給開始日、取扱期間の詳細については、
　今後町のホームページ及び各世帯へお送りする案
　内通知でお知らせいたします。

■佐久穂町物価高騰対策臨時チケット2023
【支給額】
　１人10,000円（1,000円券×10枚）
【支給対象者】
　令和５年12月１日現在において佐久穂町の住民基
本台帳に登載されている方
【支給開始日】
　令和６年２月中旬より順次各世帯へゆうパックに
てお届けいたします。
【取扱期間】
　令和６年２月中旬～令和６年４月30日（予定）
【町内取扱事業者】
　２月中旬より順次お届けする商品券と一緒に町内
取扱事業者一覧を同封させていただきますのでご確
認ください。



　information

［広告欄］

（仮称）道の駅八千穂高原　指定管理者の決定について
■問合せ　建設課　建設係　☎0267-86-2542

（道の駅建設現場千ヶ日向地区から撮影）

　（仮称）道の駅八千穂高原の指定管理者が、先に
行われた12月議会の議決を受け決定しました。

指定管理者：畑八開発株式会社

　今後は指定管理者の主催で、農産物直売所の募集
説明会等が開催されます。
　建設工事中は近隣の皆様をはじめご迷惑をおかけ
しますが、ご理解・ご協力をお願いします。
（道の駅事業については町ホームページでも随時発
信しております）

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金（追加分）について
■問合せ　健康福祉課　福祉係　☎0267-86-2528

　電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を
踏まえ、住民税非課税世帯に対して給付金を支給し
ます。

■対象者
　基準日（令和５年12月１日）において世帯全員の
令和５年度分の住民税が非課税である世帯（住民税
非課税世帯）
※住民税が課税されている者の扶養親族等のみで構
　成される世帯（別居している子等（課税）に世帯
　全員が税法上の扶養となっている世帯など）を除
　く。

■給付額　１世帯あたり７万円

■手続き
　１月下旬以降対象世帯に確認書又は申請書が郵送
されます。内容を確認のうえ、同封の返信封筒でご
返送ください。書類到着後２週間程度を目途に給付
金を振り込みます。内容に不備がある場合などは、
振り込みまでさらに時間がかかる場合があります。

■未申告の方（被扶養者を除く）
　税申告していただき、給付金の対象であることが
確認できた世帯に書類を郵送します。
　税申告についての問い合わせは住民税務課税務係
（86-2526）までお願いします。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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　information

こどもセンターさくほっこからのお知らせ
■問合せ　佐久穂町こどもセンター　☎0267-86-2123

　さくほっこの行事は、全て予約制で実施しています。
■定　員　各６～８組程度
■参加費　無料
■対象者　就学前のお子さんと保護者の方
■２月分の予約受付開始時間
　１月25日（木）９：00～
※子育てママの就労相談の予約は、こどもセンター
　窓口または電話で受付けています。
　２月は２月13日（火）が締め切り日です。

　

『すくすくTIME』～親子deラブラブバレンタイン～
■日時　２月13日（火）
　　　　第１部　10：00～10：40
　　　　第２部　10：50～11：30
■場所　こどもセンターさくほっこ　ホール３
　季節の歌や、昔話の読み聞かせ、工作などをしま
す。

『子育てママの就労相談』
■日時　２月15日（木）　10：00～12：00
■場所　こどもセンターさくほっこ　和室
　女性就労支援員が相談に応じます。お仕事はもう
少し先とお考えの方も、お子様連れでお気軽にお出
かけ下さい。

『さくほっこ広場』（健康福祉課共催行事）
～ママの体は元気かな？健診結果報告会～
■日時　２月14日（水）
　　　　受　付　９：45～10：00
　　　　講演会　10：00～11：00
■場所　こどもセンター　健診室
　あさま塾の小野先生による講演会です。月齢関係
なくご参加頂けます。
　また、さくほっこ広場は予約不要です。

■行事予約方法について
◎佐久穂町公式ＬＩＮＥからお申込みください。
◎予約開始日は、毎回前月25日９時からです。
◎定員に達し次第、キャンセル待ちをこどもセンタ
　ー窓口または電話で受付けます。
◎ご不明な点は、お問い合せください。

『子育て英語』～えいごdeバレンタイン～
■日時　２月６日（火）
　　　　第１部　10：00～10：40
　　　　第２部　10：50～11：30
■場所　こどもセンターさくほっこ　ホール３
　バレンタインにちなんだ英語のフレーズや歌、ク
ラフト製作などをします。

『よみきかせ＆おたんじょう会』
■日時　２月20日（火）
　　　　10：00～　手形アート作り（お誕生児のみ）
　　　　10：30～　よみきかせとお誕生会
■場所　こどもセンターさくほっこ　ホール３
　お誕生児以外も参加できます。みんなでお祝いし
ましょう。

『ほっとひといきおしゃべりタイム』
■日時　２月21日（水）　９：30～12：30
■場所　こどもセンターさくほっこ　和室
　毎月開催している「おしゃべり会」。２月は個別
に時間を区切った回です。聞き手は精神保健福祉士
の小林有里さんです。

行事の詳細



　information

☆未就園児交流会
　２月の活動内容は「お店屋さんごっこ」です。

＊８日（木）　海瀬保育園
＊15日（木）　栄保育園
＊16日（金）　八千穂保育園

■時　間　９時30分～11時
■対　象　未就園児とその保護者　
■持ち物　上履き　
　　　　　※防寒着一式（雪遊びをする場合）

☆事前予約制です。中止の連絡は当日朝９時までに
　公式ＬＩＮＥにてお知らせします。

■予約方法について
・佐久穂町公式ＬＩＮＥで「メニュー」の「予約」
　を選択し、案内に従って入力してく
ださい。

■問合せ　こども課　保育園係　☎0267-86-2340

２月の未就園児交流会についてお
知
ら
せ

■問合せ　佐久穂町図書館　☎0267-86-7020

図書館からのお知らせ

■２月の移動図書館車巡回日
　Ａコース ： ７日（水）
　Ｂコース ： ８日（木）
　Ｃコース ： ９日（金）

■２月の図書館休館日
　５日（月）、13日（火）、19日（月）、26日（月）

■大人も楽しめる　とちの実おはなし会
　日　時　２月10日（土）　15：00～
　内　容　絵本の読み聞かせ　ほか
　場　所　図書館多目的室

■冬の読書週間
　期　間　２月３日（土）～１８日（日）
　内　容　❖本のリサイクル市
　　　　　　除籍本等を希望者にお譲りします。
　　　　　❖「しらかば樹皮でつくろう」
　　　　　　２月18日（日）
　　　　　　午後２回開催します。
　　　　　　定　員　各５名（事前予約）
　　　　　　参加費　500円
　詳細は本誌内「公民館報」に記載しています。

お
知
ら
せ

■問合せ　こども課　子育て支援係　☎0267-86-2340

長野県子育て世帯生活支援特別給付金
（低所得世帯分）について

　食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、家計
への影響が大きい子育て世帯のうち、住民税所得割
非課税世帯を対象として給付金を支給します。この
給付金は長野県が実施する制度です。「低所得の子
育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金」
（児童１人当たり５万円）を受給された方は対象外
です。
■対象者
（１）令和５年４月分の児童手当または特別児童扶
　　　養手当の受給者で、令和５年度住民税所得割
　　　が非課税である者（住民税均等割が課税され
　　　ている方に限ります。）
（２）（１）以外の家計急変者
■対象児童
　令和５年度中に18歳に到達する児童（特別児童扶
養手当対象児童は20歳まで）
■支給額
　対象児童１人当たり３万円
■申請、支給方法
　対象者（１）の方は申請不要です。令和６年２月
に児童手当の口座に振り込みます。
　対象者（２）の方は令和６年２月29日（木）（必着）
までに申請してください。
　制度及び申請の詳細については、町ホームページ
をご覧ください。

お
知
ら
せ
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対象経費
（１）土壌診断に係る経費
　　①外部機関による土壌診断
　　②自ら土壌診断を実施する経費
（２）技術指導・施肥設計の相談等に係る経費 
（３）肥料コスト低減又は適正施肥に向けた
　　　勉強会等の開催経費

補助率

100%

50%

50%

土壌診断等への補助について
■問合せ　産業振興課　農政係　☎0267-86-2529

　農作物の生産において必要不可欠な農業資材のひ
とつである肥料は、現在の世界情勢の影響により高
騰しており、大きな課題となっています。
　将来にわたり良質な農産物を安定的に供給してい
くためには、避けることが難しい影響を受けにくい
生産体制づくりを進めていくことが大切です。
　そこで、肥料コストの低減あるいは適正な施肥を
実施することにより、良質な農作物の生産に向けた
取組を支援するため、土壌診断等に係る経費の一部
を助成しています。

■補助内容
１．交付対象者　下記の両方に該当する方
　・農産物を生産し、かつ、出荷販売している農業
　　者
　・町内に住所を有する方

２．対象経費及び補助率

※補助額には上限があります。詳しくは農政係まで
　お問合せ下さい。
３．必要書類等
　・土壌診断や施肥指導に関する結果等の写し
　・その他実施したことが分かる書類
　・支払ったことが分かる書類（領収書など）
４．申請方法等
　令和６年３月末日までに、上記必要書類を添えて、
町に申請してください。
　ＪＡ佐久浅間以外で土壌診断等を実施した方は、
町への申請が必要となります。

お
知
ら
せ

果樹凍霜害に係る燃焼資材等への補助について
■問合せ　産業振興課　農政係　☎0267-86-2529

　地球温暖化等の影響により、凍霜害の被害が重大
化するリスクが高まっています。したがって、過去
発生した凍霜害を教訓に各生産者において被害の防
止や軽減に向けた対策を行っていくことがより一層
重要となっています。
　そこで、各生産者での凍霜害対策を継続していた
だくことを支援するため、果樹凍霜害に係る燃焼資
材等経費の一部を助成しています。

■補助内容
１．交付対象者　下記の両方に該当する方
　・果樹を生産し、かつ、出荷販売している農業者
　　等
　・町内に住所を有する方
２．対象経費
　令和５年４月から令和６年３月までに購入した燃
焼用資材等

３．補助率及び限度額
　補助率：50％以内
　限度額：10万円以内（購入額20万円以内）
　ただし、灯油については５万円（購入額10万円）
までとなります。
※補助額には上限があります。詳しくは農政係まで
　お問合せ下さい。
４．必要書類等
　・昨年度及び本年度の出荷伝票等の写し
　・燃焼用資材を購入したことが分かる書類（納品
　　書、領収書等）
５．申請方法等
　令和６年３月末日までに上記必要書類を添えて町
に申請してください。
６．その他
　果樹凍霜害が毎年発生し、町は各生産者における
被害防止対策を積極的に進めていきたいので、本年
度から補助額の拡充を行っています。

お
知
ら
せ



　information

［広告欄］

令和５年長野県最低賃金の改正について
■問合せ　長野労働局　労働基準部　賃金室　☎026-223-0555

　長野県内の事業場で働く全ての労働者に適用され
る「長野県最低賃金」が、令和５年10月１日から時
間額948円に改正されました。この機会に、ご確認
ください。
　なお、対象となる賃金は、通常の労働時間・労働
日に対する賃金で、臨時に支払われる賃金、精皆勤
手当、通勤手当及び家族手当などは含まれません。
■「最低賃金」に関する問合せ
　長野労働局労働基準部賃金室又は最寄りの労働基
準監督署へ

　また、中小企業・小規模事業者等に対する賃金の
引き上げの環境整備、雇用の維持を図るための支援
策を実施しています。ご活用ください。
■助成金に関する問合せ
　＜業務改善助成金について＞
　　長野労働局　雇用環境・均等室
　　電話：026-223-0560
　＜キャリアアップ助成金について＞
　　長野労働局　職業対策課
　　電話：026-226-0866

ヘルプマーク・ヘルプカードの配布をしています
■問合せ　健康福祉課　福祉係　☎0267-86-2528

 ヘルプマーク
　援助や配慮を必要としていることが外見からは分
からない方が、着用することで周囲の方に配慮を必
要としていることを知らせ、援助を受けやすくなる
よう作られたマークです。
■配布対象者
　外見からは分からなくても援助や配慮を必要とし
ている町内にお住いの方（義足や人工関節使用の方、
内部障害や難病の方、妊娠初期の方など）
※配布に当たっては手帳などの提示は不要ですが、
　必要な理由（障がいの有無など）について受付時
　にお聞きします。
■配布場所
・役場（健康福祉課福祉係）
・佐久保健福祉事務所
　（福祉課・健康づくり支援課）

 ヘルプカード
　障がいのある人などが持ち歩き、災害時や緊急時
など、周囲の人に援助や配慮を求めたい時などに提
示することで、手助けを求めやすくするためのカー
ドです。
■配布対象者
　障がいや持病などがあり、周囲から手助けが必要
な方
■配布場所
・役場（健康福祉課福祉係）
※窓口での配付のほか長野県のホームページにも様
　式を掲載していますので、ご自身で印刷してご利
　用いただくこともできます。

　

　　　　　　　　　　　　　　　↑ヘルプカード

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

農地の取得の条件が変わっています。
最近、『遺言書をつくっておけばよかった』
　　　　　　という相談が多くなっています。
　遺言書のご相談・家系図作成
　相続手続・農地の売買、契約書の作成

竹内達朗行政書士事務所　☎ 0267-86-3717　FAX 86-3727
info@anshinsouzoku.com 

令和６年
２月の
相談会

日時：８日（木）・22日（木）
　　　午前10時～12時
場所：茂来館２階　　

２月11日（日）午後２時～４時
茂来館１階中会議室
感染症予防のため20名限定で行います。

予約
不要

申し込み・
お問い合わせ

ヘルプカード 検 索

ヘルプマーク→
（付属のストラップを利用して　
カバン等につけて使用します。）

広報
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星のオーナメントを
つくりましょう☆彡

寄贈本等で登録しない本や、図書館資料で除籍した本をお譲りし
ます。　※期間中、なくなり次第終了です。

寒い季節もおはなしや絵本でこころはほっかほか！
今回は大人の方にも楽しんでいただける、盛りだくさんのプログラムです。
お子さんと一緒に、お孫さんと一緒に、出かけてみませんか

申込書へ記入し、参加費と一緒に提出してください。

編集・発行　佐久穂町公民館 〒384-0503 長野県南佐久郡佐久穂町大字海瀬 2570　 TEL.0267-86-2041 FAX.0267-86-2939

館報さくほ
図書館だより 佐久穂町図書館（℡0267-86-7020） 

冬の読書週間
２月３日（土）～18日（日）

本のリサイクル市
場所：図書館入口付近

大人も一緒に楽しめる とちの実おはなし会
　　　　　　　　　　場所：図書館多目的室

２月10日（土）15：00～

＊図書館カウンターにて受付【申込開始日は１月13日（土）】

「しらかばの樹皮でつくろう」
２月18日（日）　①13：00～　　②14：45～
　場　所：茂来館学習室
　定　員：各回５名　事前申込制
　参加費：500円
　講　師：出浦啓子さん

読書推進講座　　　　　資料テーマ展示「樹木」・「林業」

《プログラム》
むかしばなしのかたり
絵本の読み聞かせ
パネルシアター　ほか
後半は“おてだま”や
“かるた”などの

むかしあそびを予定

令和６年１月25日 112



優勝チームの皆様

館 報 さ く ほ 令和６年１月25日（21）第112号

　

「
い
き
い
き
茂
来
ク
ラ
ブ
」
の
視
察
研

修
が
11
月
18
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
47
名
で
、
諏
訪
大
社
下
社
春

宮
・
万
治
の
石
仏
、
片
倉
館
、
Ｓ
Ｕ
Ｗ
Ａ

ガ
ラ
ス
の
里
美
術
館
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

自
然
石
の
て
っ
ぺ
ん
に
、
ち
ょ
こ
ん
と

首
が
乗
る
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
風
貌
と
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
表
情
の
万
治
の
石
仏
で
は
、
お

参
り
の
仕
方
に
則
り
、
熱
心
に
願
い
事
を

唱
え
た
り
、
春
宮
を
散
策
し
た
り
で
き
ま

し
た
。

　

午
後
は
、
諏
訪
湖
畔
に
建
つ
片
倉
館
を

訪
れ
ま
し
た
。
一
部
建
物
が
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
千
人
風
呂
で

有
名
な
温
泉
施
設
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
方
に
歴
史
を
紐
解
い
て
い
た
だ

き
、
会
館
の
成
り
立
ち
を
学
べ
ま
し
た
。

も
う
一
か
所
、
Ｓ
Ｕ
Ｗ
Ａ
ガ
ラ
ス
の
里
美

術
館
で
は
、
感
性
豊
か
な
作
家
の
作
品
を

鑑
賞
で
き
ま
し
た
。

　

一
時
雪
が
降
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

普
段
と
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
体
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
て
思
い
出
に
残
る
視
察
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
11
日
（
日
）
、
海
瀬
社
会
体
育
館

に
て
「
第
33
回
佐
久
穂
町
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
」
と
「
第
６
回
わ
く
わ
く
チ

ャ
レ
ン
ジ
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
と
は
、
10
本
の

ピ
ン
を
な
る
べ
く
少
な
い
投
球
数
で
倒
し
、

得
点
を
競
う
競
技
で
す
。

　

今
大
会
で
は
、
分
館
を
中
心
に
９
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

Ａ
レ
ー
ン
（
上
区
第
一
Ｂ
・
三
本
木
Ａ
・

　
　
　
　
　

館
旭
児
童
会
１
）

Ｂ
レ
ー
ン
（
館
旭
児
童
会
２
・
三
本
木
Ｂ・

　
　
　
　
　

上
区
第
３
分
館
）

Ｃ
レ
ー
ン
（
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
・
上
区

　
　
　
　
　

第
一
Ａ
・
三
本
木
Ｃ
）

と
３
組
ご
と
に
対
戦
を
行
い
、
勝
率
の
高

い
チ
ー
ム
が
決
勝
リ
ー
グ
に
進
み
ま
し
た
。

　

常
連
の
分
館
チ
ー
ム
を
僅
差
で
上
回
り
、

中
学
生
仲
良
し
５
人
組
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
で
は
、
ス

マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
隣
で
年
齢
別

に
レ
ー
ン
を

分
け
、
ゲ
ー

ム
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

低
学
年
と

幼
児
レ
ー
ン

で
は
、
通
常

の
公
式
球
で

は
な
く
、
ケ

ガ
防
止
の
た
め
軽
い
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
使

用
し
て
ピ
ン
を
倒
し
ま
し
た
。

　

弾
ん
で
し
ま
う
の
と
重
さ
が
足
り
な
い

の
で
ピ
ン
が
狙
い
通
り
に
倒
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
年
齢
層
に
合
わ
せ
て

ル
ー
ル
を
工
夫
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

次
の
第
34
回
大
会
で
は
、
多
く
の
み
な

さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◇
試
合
結
果
◇

　

優
勝
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル　

32
点

　

準
優
勝
上
区
第
一
Ｂ　
　
　

37
点

　

第
３
位
館
旭
児
童
会
２　
　

52
点

佐
久
穂
町

　

ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催

第33回

い
き
い
き
茂
来
ク
ラ
ブ

第５回

諏
訪
視
察
研
修
に
つ
い
て



　令和５年11月19日（日）、第19回目となるリレーコンサートを
開催しました。５歳から80歳まで、55組の参加者が、日頃より鍛
練された成果をトータル約５時間で熱演されました。コンサートの
様子を一部写真でご紹介します。

第19回 さくほスタインベルクピアノ
館 報 さ く ほ令和６年１月25日 第112号（22）



令
和
５
年
度　

人
権
同
和
教
育
推
進
員
講
座　

３
回
を
終
え
て

開催日　２月18日（日）
時　間　10：00～17：00
会　場　茂来館 
内　容　ステージ発表
　　　　ワークショップ
ステージでは、ジャンルを問わずさまざ
まな分野の方が日頃の成果を発表します。
24組の個人や団体がエントリー！
ぜひご来場ください。
（＊もらいデーマルシェ同時開催予定）

第１回講師
なかはら あきら　

中原 朗氏

第２回講師
まちだ ひでとし　　

町田 秀敏氏

第３回講師
やまざきしげる　　

山崎 茂氏

茂来館　　まつり

【
内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
】

　
最
初
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
活
用
し
、

事
業
所
の
紹
介
や
概
要
に
つ
い
て
ご
説
明

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
就
労
に
つ
い
て
は
、
個
人
差
は
有
り
ま

す
が
、
「
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で

き
な
い
、
で
は
な
く
や
れ
る
、
で
き
る
可

能
性
を
信
じ
、
そ
れ
を
自
ら
が
自
立
で
き

る
環
境
づ
く
り
や
、
見
守
り
・
支
え
て
行

く
こ
と
が
、
人
格
や
人
権
の
尊
重
へ
も
繋

が
っ
て
参
り
ま
す
。
」

　
「
地
域
の
皆
様
に
は
、
障
が
い
の
あ
る

方
に
対
し
て
の
ご
支
援
や
ご
協
力
、
良
き

理
解
者
に
な
っ
て
い
た
だ
く
事
を
お
願
い

し
ま
す
。
」
と
思
い
も
込
め
た
ご
講
演
と

な
り
ま
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
活
用
し
、
動
画
等

も
視
聴
し
な
が
ら
の
講
演
で
し
た
。

　
最
近
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
取
上
げ
ら
れ

て
い
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
や
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
等
、
耳
慣
れ
な
い
言
葉

の
説
明
や
詳
細
に
つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
性
の
あ
り
方
は
多
様
で
一
人
ひ

と
り
違
う
こ
と
、
そ
の
違
い
を
尊
重
す
る

こ
と
は
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
々
だ

け
で
な
く
、
す
べ
て
の
人
が
生
き
や
す
く

多
用
性
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
つ

な
が
る
と
お
話
し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
、
令
和
５
年
８
月
１
日
に
施
行

さ
れ
ま
し
た
「
長
野
県
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
届
出
制
度
」
の
内
容
な
ど
も
分
か
り
や

す
く
ご
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
現
在
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
戦
争
や
パ
レ
ス
チ
ナ
を
め
ぐ
る

戦
争
に
触
れ
、
ど
ち
ら
も
一
般
市
民
が
多

数
犠
牲
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
憂

慮
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
戦
争
こ
そ
が
最

大
の
人
権
侵
害
と
し
、
一
日
も
早
い
終
戦

と
平
和
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
と
お
話
し

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
内
に
お
い
て
も
性
差
別
や
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
な
ど
の
「
人
権
問
題
」
が

大
き
な
関
心
と
な
る
中
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
差
別
や
偏
見
を
煽
り
助
長
さ
れ
る

な
ど
、
大
変
危
惧
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
部
落
差
別
問
題
は
、
差
別
解
消
向
け
た

法
律
や
条
例
の
理
解
を
深
め
、
正
し
い
知

識
の
学
び
と
社
会
の
差
別
構
造
の
変
革
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
と
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

11
月
24
日
（
金
）

講
師　

部
落
解
放
同
盟
佐
久
地
区
協
議
会

　
　
　

執
行
委
員

　
　
　

部
落
解
放
同
盟
佐
久
市
協
議
会　

　
　
　

書
記
長

演
題
「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
向
け
て
」

９
月
15
日
（
金
）

講
師　

社
会
福
祉
法
人
ジ
ェ
イ
エ
ー
長
野
会

　
　
　

多
機
能
型
事
業
所

　
　
　

は
ぁ
ー
と
工
房
ポ
ッ
ポ

　
　
　

相
談
支
援
専
門
員

演
題
「
障
が
い
者
に
か
か
わ
る
人
権
・
就

　
　
　

労
に
つ
い
て
」

10
月
19
日
（
木
）

講
師　

長
野
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　

人
権
・
啓
発
相
談
員

演
題
「
性
の
多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
を

　
　
　

め
ざ
し
て
」

館 報 さ く ほ 令和６年１月25日（23）第112号



　30年以上の長きにわたり、佐久穂町のスポーツ振興にご尽力されたスポーツ推進委員２名が、青森
県で行われた全国スポーツ推進委員研究協議会に
おいて表彰されました。
　表彰された委員は、12月６日に町長へ表敬訪問
し、全国大会への参加報告と町のスポーツ活動の
より一層の推進を誓いました。
　皆様のスポーツ普及へのご協力・応援をよろし
くお願いします。
●功労者表彰  　●30年勤続表彰
　吉澤 憲一さん（左） 　　岡部 雅史さん（右）　

佐久穂町スポーツ推進委員２名が全国表彰

【宝船作り】 【俵作り】

【俵作り】

【ごぼう締め作り】

「わら細工教室」の開催
　年末恒例のお正月飾り向け「わら細工教室」を12月10日（日）に茂来館・メリアホールにて開催
しました。
　講師の高見澤修二さん並びにご家族及び、阿部こころさんの指導のもと、ごぼう締めや前掛け、
宝船などを作りました。今回は、「わくわくチャレンジ教室」に参加の子ども達もごぼう締めや前
掛け作りに挑戦しました。初めての作業で戸惑う子もいましたが、講師に教えていただきながら仕
上げることができました。
　また、参加者同士でも教え合い、協力しながら楽しく作ることができました。
　自作したお正月飾りで、良い年が迎えられたかと存じます。

館 報 さ く ほ令和６年１月25日 第112号（24）



館 報 さ く ほ 令和６年１月25日（25）第112号

ど
れ
も
格
別
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

こ
の
日
の
２
つ
の
体
験
は
、
大
人
に
と

っ
て
も
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
笑
顔
で
帰
る
親
子
の
姿
が
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

１
年
間
を
通
し
、
参
加
者
の
み
な
さ
ま

を
は
じ
め
、
地
域
の
み
な
さ
ま
に
も
た
く

さ
ん
の
ご
協
力
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
一
同
な
ん
と
か
活
動

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
こ
そ
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
来
年
、
み
な
さ
ま
と
様
々
な
経
験

が
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　12月24日（日）に「親と子のスキー教室」
を八千穂高原スキー場で開催しました。
　八千穂高原スキースクールのみなさまを講師
に迎え、午前中はスキーレッスン、午後は自由
滑走でスキーを楽しみました。

佐
久
穂
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

げ
ん
き
だ
！
Ｈ
Ｏ
Ｏ

げ
ん
き
だ
！
Ｈ
Ｏ
Ｏ

第
７
回
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　

今
年
度
最
後
の
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
10
日
に
茂
来
館
で
行
わ
れ
た
『
も

ち
つ
き
・
し
め
縄
作
り
』
に
は
、
迎
え
る

私
た
ち
が
驚
く
ほ
ど
多
く
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

ま
ず
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
で
、
わ
ら
細
工
教

室
の
講
師
の
先
生
よ
り
ご
ぼ
う
締
め
・
前

掛
け
の
作
り
方
を
そ
れ
ぞ
れ
教
え
て
い
た

だ
き
、
一
生
懸
命
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
で

お
正
月
を
迎
え
る
準
備
は
バ
ッ
チ
リ
で
す
。

　

続
い
て
、
茂
来
館
の
玄
関
を
出
た
と
こ

ろ
で
臼
と
杵
で
お
も
ち
つ
き
を
し
ま
し
た
。

蒸
さ
れ
た
も
ち
米
の
い
い
香
り
、
も
ち
つ

き
の
音
、
熟
練
の
掛
け
声
、
お
も
ち
の
つ

き
方
ひ
と
つ
で
食
感
や
味
が
変
わ
る…
な

か
な
か
奥
が
深
い
で
す
。
実
際
に
見
た
り
、

聞
い
た
り
、
や
っ
て
み
た
り
す
る
の
は
、

わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
の
連
続
で
す
。

　

お
も
ち
を
つ
い
た
後
は
、
つ
き
た
て
の

お
も
ち
に
自
分
で
味
付
け
を
し
ま
し
た
。

　

味
は
、
え
ご
ま
、
あ
ん
こ
、
き
な
こ
の

３
種
類
。
自
分
で
つ
い
た
お
も
ち
の
味
は

「
親と

子のスキー教室」の開催



開演：午後２時
（開場：午後1時30分)
会場：佐久穂町生涯学習館
　　「花の郷･茂来館」
　　　メリアホール
　　（要事前予約）

同
好
会
の作

品

や

の

短
歌
俳
句

農
事
終
え
傾
く
冬
日
に
し
み
じ
み
と
畑
は
夫
と
の
遊
び
場
な
ら
ん石

井
　
雪
子

幾
年
を
立
ち
在
し
し
か
野
仏
よ
枯
生
に
抱
か
れ
横
に
な
り
お
り
　市

川
エ
ツ
子

谷
川
の
流
れ
を
見
つ
つ
炬
燵
番
．
山
も
田
畑
も
冬
景
色
な
り　

　
狩
野
つ
る
子

曽
孫
の「
ほ
の
」寝
返
り
這
ひ
這
ひ
歯
も
二
本
さ
あ
抱
つ
こ
す
る
気
合
ひ
を
入
れ
て

加
藤
　
京
子

日
々
届
く
女
曽
孫
の
動
画
に
は
老
い
折
々
の
未
来
を
思
ふ

菊
原
　
泰
子

菊
か
お
る
玉
石
を
踏
み
参
内
す
来
し
方
道
に
光
た
ま
わ
る

　
　
小
山
み
ち
子

三
度
目
の
問
ひ
に
も
同
じ
返
返
す
コ
キ
ア
の
朱
の
雨
に
濡
れ
を
り篠

原
す
み
江

病
い
な
ど
知
ら
ぬ
私
が
白
内
障
．
心
臓
悪
し
と
ゆ
ら
り
ゆ
れ
て
る高

見
沢
純
子

シ
ラ
ー
の
詩
が「
全
て
の
人
は
き
ょ
う
だ
い
」と
今
こ
そ「
第
九
」紛
争
地
に
ぞ

西
沢
　
　
槙

納
得
の
う
た
こ
そ
詠
ま
む
わ
が
前
に
赤
き
蕪
の
ほ
ど
よ
き
酢
漬
　
　
　
　

中
島
　
雅
子

公
民
館
短
歌
会
　
樹
歌
会

館 報 さ く ほ令和６年１月25日 第112号（26）

佐久穂町公民館主催 令和５年度

開演：午後２時
（開場：午後1時30分)
会場：佐久穂町生涯学習館
　　「花の郷･茂来館」
　　　メリアホール
　　（要事前予約）



『ウクライナの心』ニカ・ストリレチカ（７歳）

会場｜佐久穂町生涯学習館「花の郷・茂来館」
開場時間｜9:00-18:00　　　　入場料｜無料
主催｜佐久穂町公民館 
協力｜日本チェルノブイリ連帯基金（JCF）

2024 3/7（木）ー20（水）

（土）

茂来館アラウンド20歳記念事業

佐久穂町生涯学習館「花の郷・茂来館」
問合せ：佐久穂町公民館（☎：0267-86-2041）

令和６年３月９日（土）
開演14時00分（13時30分開場）

福本純也
チョコ・ラ・テ・ピアノトリオ

館 報 さ く ほ 令和６年１月25日（27）第112号



こばやし　なおこ

小林 直子さん

●
取
材
・
文
／
中
村 

仁
（
ラ
イ
タ
ー
、
八
千
穂
高
原
在
住
）

第82回

1967年小海町生まれ。高校卒業後東京
の洋菓子メーカーに勤務。９年前に帰郷
し、母親の実家の一部を改築し、カフェ
「そら音」を開業（３年前に「こどもカ
フェ」も始める）。２年前、貧困と虐待問
題について知り、小海町の実家でも「こ
どもカフェ」をスタート。昨年８月東京
の会社をリタイアした夫・賢一さんもサ
ポートに加わり、昨年９月からは市川屋
でも始めた。県のHP「信州こどもカフェ
情報」に情報を掲載中。高野町在住。

「
こ
ど
も
カ
フ
ェ
な
ら
ば
里
親
ほ
ど
ハ
ー
ド
ル
が
高
く

な
い
か
も
し
れ
な
い
。そ
し
て
夫
と
話
し
た
の
は
、
外

食
一
回
分
の
五
千
円
を
食
材
に
回
そ
う
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
月
一
回
な
ら
負
担
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
、
と
」

テ
ね

う
た

昨年から市川屋でも始め、「こどもカフェ」は月２回の開催に
なった。「多くの方からのご支援に感謝しています」＝市川屋

「こどもカフェ」を始めて３年。こどもたちの笑顔が何よりうれしい--

　
　
　
　
ー
ブ
ル
に
並
ん
だ
お
い
し

　
　
　
　
そ
う
な
料
理
に
箸
を
伸
ば

　
　
　
　
す
こ
ど
も
た
ち̶

̶

。
小

海
町
の
実
家
で
二
年
前
か
ら
始
め
た

「
こ
ど
も
カ
フ
ェ
」
だ
。

「
こ
ど
も
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
大
人
の

方
も
ど
う
ぞ
っ
て
謳
っ
て
い
る
の
で
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
い

ら
っ
し
ゃ
っ
て
。
賑
や
か
で
い
い
で

す
よ
ね
」
と
直
子
さ
ん
。

　
そ
こ
へ
夫
の
賢
一
さ
ん
が
台
所
か

ら
大
皿
を
持
っ
て
現
れ
、

「
直
ち
ゃ
ん
、
出
し
て
も
い
い
？
」

「
う
ん
、
い
い
よ
」

　
　
　
　
　
　
†

　
直
子
さ
ん
が
母
親
の
実
家
（
高
野

町
）
に
住
み
始
め
た
の
は
九
年
前
。

庭
先
の
小
屋
を
改
築
し
て
カ
フ
ェ

「
そ
ら
音
」
を
開
業
し
た
。
そ
し
て

三
年
前
、
「
こ
ど
も
カ
フ
ェ
」
の
看

板
も
掲
げ
、
月
一
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
こ
ど
も
が
い
な
い
直
子
さ
ん
夫
婦

に
と
っ
て
、
こ
ど
も
は
気
に
か
か
る

存
在
だ
っ
た
。
こ
ど
も
の
た
め
に
自

分
た
ち
が
し
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
か
？
　
里
親
に
な
る
こ

と
も
真
剣
に
考
え
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
研
修
を
受
け
る
の
は
む
ず
か

し
か
っ
た
。
そ
こ
で
思
い
つ
い
た
の

が
「
こ
ど
も
カ
フ
ェ
」
だ
っ
た
。

「
こ
ど
も
カ
フ
ェ
な
ら
ば
里
親
ほ
ど

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
そ
し
て
夫
と
話
し
た
の
は
、
外

食
一
回
分
の
五
千
円
を
食
材
に
回
そ

う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
月
一
回
な

ら
負
担
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
、
と
」

「
こ
ど
も
カ
フ
ェ
」
を
始
め
る
と
、

D
V
の
被
害
に
あ
っ
て
、
こ
の
町
に

逃
げ
て
き
た
と
い
っ
た
話
や
、
虐
待

に
あ
っ
て
い
る
こ
ど
も
の
話
な
ど
が

耳
に
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
手
狭
な
『
そ
ら
音
』
で
は
限
界
が

あ
る
。
も
っ
と
広
い
ス
ペ
ー
ス
が
欲

し
い
」̶

̶

。
〝
思
い
立
っ
た
ら
即

行
動
〟
が
モ
ッ
ト
ー
の
直
子
さ
ん
が

動
き
出
す
の
に
時
間
は
か
か
ら
な
か

っ
た
。
す
ぐ
に
浮
か
ん
だ
の
は
小
海

の
実
家
だ
。
だ
が
し
ば
ら
く
使
っ
て

い
な
い
実
家
は
傷
み
が
ひ
ど
か
っ
た
。

リ
フ
ォ
ー
ム
？
　
い
や
、
き
れ
い
に

す
る
よ
り
カ
フ
ェ
が
先
だ̶

̶

。

　
こ
う
し
て
「
流
し
も
な
く
、
何
も

な
い
空
っ
ぽ
」
の
実
家
で
小
海
の
カ

フ
ェ
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。
リ
フ
ォ
ー

ム
の
件
は
そ
の
後
解
決
す
る
。
高
校

の
同
級
生
で
、
建
設
会
社
の
社
長
が

協
力
を
買
っ
て
出
て
く
れ
た
の
だ
。

「
余
っ
た
材
料
で
や
っ
て
あ
げ
る
よ

っ
て
。
お
か
げ
で
床
と
壁
の
工
事
を

格
安
で
や
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
だ

か
ら
床
材
の
模
様
な
ん
か
は
ち
ょ
っ

と
ず
つ
違
う
ん
で
す
よ
（
笑
）
」

　
　
　
　
　
　
†

　
チ
ラ
シ
が
で
き
る
と
、
小
学
校
に

挨
拶
に
出
向
く
。
情
報
を
把
握
し
て

お
い
て
も
ら
う
た
め
だ
。

「
毎
回
対
応
し
て
い
た
だ
く
教
頭
先

生
も
、
『
お
、
今
度
の
メ
ニ
ュ
ー
は

カ
レ
ー
で
す
か
。
じ
ゃ
あ
、
（
掲
示

板
に
）
貼
っ
と
き
ま
す
』
と
快
く
お

っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
」

　
最
近
う
れ
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
。

カ
フ
ェ
の
こ
と
を
女
の
子
が
学
校
新

聞
に
載
せ
て
く
れ
た
の
だ
。「
『
私

も
大
人
に
な
っ
た
ら
こ
う
い
う
こ

と
を
や
り
た
い
で
す
』
っ
て
。
涙

が
出
そ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
直
子
さ
ん
に
は
〝
村
づ
く
り
〟

と
い
う
大
き
な
夢
が
あ
る
。
「
得

意
な
分
野
を
得
意
な
人
が
や
っ
て
、

土
地
も
建
物
も
車
も
み
ん
な
で
共

有
す
る
。
こ
ど
も
も
み
ん
な
で
育

て
て
い
け
ば
い
い
と
思
う
ん
で
す
。

そ
う
や
っ
て
み
ん
な
で
助
け
合
っ

て
い
け
ば
、
お
金
も
必
要
な
く
な

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
ん
な
小
さ

な
村
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
」

　
お
腹
が
空
い
た
と
い
う
人
が
い
た

ら
家
に
あ
る
も
の
を
出
せ
ば
い
い̶

̶

そ
れ
が
理
想
と
話
す
直
子
さ
ん
。

実
際
、
そ
ん
な
こ
と
が
最
近
あ
っ
た
。

「
お
店
に
来
た
お
客
さ
ん
に
、
お
財

布
を
な
く
し
た
の
で
ご
飯
を
食
べ
さ

せ
て
ほ
し
い
っ
て
言
わ
れ
て
。
そ
れ

を
聞
い
た
瞬
間
、
来
た
ー
っ
！
て
」

　
と
い
う
の
も
直
子
さ
ん
の
祖
母
は

困
っ
た
人
に
よ
く
ご
飯
を
食
べ
さ
せ

て
い
た
そ
う
。
母
親
か
ら
そ
れ
を
聞

き
、
い
つ
か
自
分
も
同
じ
こ
と
を
し

た
い
と
思
っ
て
い
た
の
だ
と
い
う
。

　
困
っ
て
い
る
と
、「
手
伝
い
ま
す
」

と
手
を
差
し
伸
べ
る
人
が
必
ず
現
れ

た
。
直
子
さ
ん
の
す
る
こ
と
に
対
し

「
今
度
は
何
を
思
い
つ
い
ち
ゃ
っ
た

の
？
」
と
い
つ
も
温
か
い
目
で
見
つ

め
る
賢
一
さ
ん
の
存
在
も
大
き
い
。

「
夫
が
手
伝
っ
て
く
れ
る
の
は
、
す

ご
く
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
」

　
何
よ
り
う
れ
し
い
の
は
こ
ど
も
の

笑
顔
だ
。
「
こ
ど
も
た
ち
に
お
い
し

か
っ
た
と
い
う
顔
で
帰
っ
て
も
ら
う

の
が
い
ち
ば
ん
か
な
」

発行　佐久穂町役場　長野県南佐久郡佐久穂町大字高野町569番地　TEL 0267-86-2525
編集　総合政策課　　印刷　キクハラインク有限会社
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